
点検していますか？住宅用火災警報器 

 

 

住宅用火災警報器は火災を感知するために常に

作動しています。その寿命は１０年とされていま

す。古くなると部品の劣化や電池切れなどで、火

災を感知できなかったり、故障しやすくなります。 

「いざ」というそのときに、正常に作動するよう

に、定期的に点検と作動確認を行い、設置後１０

年を目安に交換しましょう。 
 

点検は、本体のボタンを押すか、付属の紐を引いて行います。 

年に２回、春・秋の火災予防運動の時期に実施することをお勧めします。 


